
 



 

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
入
院

治
療
す
る
ほ
ど
で
は
な
い
が
介

護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
や
、
年

齢
と
共
に
起
こ
る
病
気
を
持
つ

方
の
自
立
を
支
援
す
る
施
設
で

す
。
入
所
し
て
い
る
方
に
は
『
家

庭
復
帰
』
を
、
在
宅
生
活
を
送
っ

て
い
る
方
に
対
し
て
は
『
在
宅
生

活
の
維
持
』
を
目
標
に
し
て
い
ま

す
。
利
用
者
の
人
権
を
尊
重
し
安

全
に
気
を
配
り
な
が
ら
、
作
業
療

法
士
や
理
学
療
法
士
等
に
よ
る

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
看
護
・

介
護
等
の
ケ
ア
、
日
常
サ
ー
ビ
ス

ま
で
合
わ
せ
て
提
供
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
利
用
者
だ
け
で
な
く
、

介
護
負
担
の
軽
減
等
家
族
に
対

し
て
も
、
他
サ
ー
ビ
ス
機
関
と
連

携
し
て
総
合
的
に
支
援
し
て
い

ま
す
。
理
学
療
法
士
は
、
い
ろ
い

ろ
な
職
種
の
人
が
集
ま
っ
て
行

う
会
議
に
参
加
し
て
利
用
者
が 

よ
り
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
す

る
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
必

要
で
あ
る
か
を
考
え
ま
す
。
そ
し

て
、
い
ろ
い
ろ
な
職
種
の
人
と
協

力
し
な
が
ら
体
力
や
起
き
る
・
立

つ
・
座
る
・
移
動
す
る
な
ど
日
常

生
活
に
必
要
な
基
本
的
な
動
作

の
獲
得
、
催
し
物
・
行
事
・
ク
ラ

ブ
活
動
へ
の
参
加
の
促
し
、
家
具

の
配
置
・
手
す
り
や
ス
ロ
ー
プ
の

設
置
等
、
家
庭
環
境
の
調
整
や
ア

ド
バ
イ
ス
等
『
生
活
機
能
向
上
』

を
目
的
に
集
中
的
な
維
持
期
（
病

状
が
安
定
し
て
い
る
時
期
）
の
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
介
護
教
室
を
開
催
し

た
り
、
認
知
症
の
方
に
対
し
て
の

運
動
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
で
は
介
護
予
防
の
方
に
対
し

て
の
運
動
機
能
の
維
持
向
上
の

た
め
の
運
動
な
ど
も
行
っ
て
い

ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
介
護
老
人
保
健

施
設
の
理
学
療
法
士
は
体
の
機

能
だ
け
で
な
く
よ
り
生
活
に
密

着
し
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
す
。 

（
写
真
提
供 

 

介
護
老
人
保
健
施
設 お

お
ぞ
ら
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な
態
度
と
行
動
を
統
合
し
て
実

践
す
る
た
め
に
、
養
成
過
程
の
中

で
現
場
で
の
実
習
が
非
常
に
重

要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
現
場

で
働
い
て
い
る
理
学
療
法
士
の

支
援
が
不
可
欠
で
あ
り
、
実
習
の

内
容
や
日
程
な
ど
の
調
整
を
行

い
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
教
育
実
践
に
お
い

て
は
、
学
生
だ
け
で
は
な
く
、
教

育
者
側
で
あ
る
理
学
療
法
士
が

自
ら
を
ふ
り
返
る
こ
と
も
求
め

ら
れ
ま
す
。
授
業
や
指
導
が
適
正

で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
新
た
な
教 

理
学
療
法
士
の
養
成
校
に
は
、

全
国
に
国
公
立
ま
た
は
私
立
の

大
学
・
短
期
大
学
、
そ
し
て
三
年

制
ま
た
は
四
年
制
の
専
門
学
校

が
あ
り
ま
す
。
富
山
県
に
は
、
四

年
制
の
専
門
学
校
が
一
校
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
教
育
現
場
で
働

く
理
学
療
法
士
は
、
医
療
・
保

健
・
福
祉
分
野
に
求
め
ら
れ
る
専

門
職
の
養
成
を
目
的
に
活
動
し

て
い
ま
す
。
そ
の
養
成
過
程
に
お

け
る
理
学
療
法
士
の
主
な
仕
事

は
、
授
業
の
企
画
・
実
施
と
学
生

指
導
で
す
。 

 

養
成
校
の
授
業
で
は
、
科
学
的

思
考
の
基
盤
や
人
間
と
生
活
、
人

体
の
構
造
と
機
能
、
疾
病
と
障
害

の
成
り
立
ち
と
回
復
過
程
の 

 

促
進
に
つ
い
て
、
そ
し
て
理
学
療

法
の
専
門
分
野
を
学
習
し
ま
す
。

各
年
次
で
履
修
す
る
科
目
の
中

で
、
理
学
療
法
士
は
主
に
専
門
分

野
の
授
業
を
担
当
し
ま
す
。
一
つ

一
つ
の
授
業
で
目
標
を
立
て
て
、

教
科
書
や
器
具
な
ど
の
教
材
・
教

具
の
吟
味
、
内
容
や
伝
え
方
な
ど

の
指
導
過
程
に
つ
い
て
、
学
生
に

と
っ
て
最
も
効
果
的
な
学
習
方

法
を
考
え
て
実
践
し
ま
す
。
そ
し

て
、
学
生
と
の
対
話
や
観
察
、
ま

た
レ
ポ
ー
ト
や
試
験
を
通
し
て

学
習
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
進

め
て
い
き
ま
す
。 

 

ま
た
学
生
が
、
適
切
な
態
度
や

行
動
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
指
導
を
行
う
こ
と

も
重
要
な
仕
事
と
な
り
ま
す
。
授

業
外
で
の
対
話
や
観
察
か
ら
、
指

導
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
把
握
で

き
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
適

確
な
指
導
へ
つ
な
げ
る
た
め
に

も
、
学
生
と
の
広
い
関
わ
り
に
よ

り
全
体
把
握
に
努
め
る
こ
と
が

大
切
と
な
り
ま
す
。 

そ
し
て
学
内
で
学
習
し
た
知

識
と
技
術
、
社
会
人
と
し
て
適
切 

育
方
法
な
ど
を
、
日
々
の
仕
事
の
中
で

探
求
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
職
員

間
の
情
報
共
有
や
議
論
、
教
育
に
関
わ

る
研
修
会
へ
の
参
加
、
ま
た
日
進
月
歩

の
医
療
・
保
健
・
福
祉
分
野
の
情
報
収

集
も
必
要
に
な
り
ま
す
。 

一
人
一
人
の
学
生
が
、
様
々
な
学
び

を
模
索
し
、
実
践
し
て
、
ま
た
模
索
す

る
と
い
う
地
道
な
積
み
重
ね
が
、
社
会

に
感
謝
さ
れ
る
理
学
療
法
士
へ
の
成

長
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
、
教
育
現
場

の
理
学
療
法
士
は
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

（
写
真
提
供 
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日
本
理
学
療
法
士
協
会
富
山

県
士
会
の
三
五
周
年
記
念
式
典

に
あ
た
り
、
大
変
お
忙
し
い
と
こ

ろ
多
数
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

 

さ
て
、
富
山
県
理
学
療
法
士
会

は
当
初
四
人
で
結
成
さ
れ
て
発

足
し
ま
し
た
が
、
現
在
の
会
員
数

は
四
〇
〇
人
を
超
え
て
い
ま
す
。 

こ
の
現
在
の
体
制
と
活
発
な

事
業
活
動
は
会
員
と
先
輩
諸
氏

の
ご
尽
力
の
お
か
げ
で
あ
る
と

大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

さ
て
、
わ
が
国
の
保
健
、
医
療
、

福
祉
と
い
っ
た
社
会
保
障
制
度

は
超
高
齢
・
少
子
社
会
を
迎
え
て

大
き
な
変
化
が
起
こ
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
理

学
療
法
士
の
知
名
度
は
少
し
ず

つ
社
会
に
浸
透
し
始
め
て
い
る

様
に
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
理
学

療
法
士
は
疾
病
予
防
や
急
性
期

医
療
か
ら
回
復
期
そ
し
て
維
持 

た
は
家
族
に
対
し
て
説
明
し
同

意
を
得
て
治
療
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
「
寝
て
い
る
状
態
か
ら
寝

返
る
、
起
き
上
が
る
、
座
る
、
立

つ
、
歩
く
」
な
ど
基
本
動
作
能
力

を
安
全
考
慮
し
な
が
ら
治
療
し
、

そ
の
専
門
性
を
生
か
し
て
他
職

種
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
進
め

て
い
き
ま
す
。 

私
た
ち
理
学
療
法
士
は
専
門

性
を
基
に
職
場
や
社
会
活
動
に

よ
り
、
地
域
社
会
に
貢
献
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

私
た
ち
富
山
県
理
学
療
法
士

会
は
こ
の
式
典
を
契
機
と
し
て
、

明
日
に
向
か
っ
て
、
ま
す
ま
す
の

研
鑽
を
積
み
、
県
民
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
て
い
け
る
よ
う
、
今
後
の
活

動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。 

三
五
周
年
記
念
式
典
を
開
催

す
る
に
あ
た
り
、
県
士
会
の
発
展

に
格
別
の
ご
尽
力
を
い
た
だ
い

た
方
々
に
会
員
表
彰
に
て
感
謝

申
し
上
げ
る
機
会
を
得
ま
し
た

こ
と
に
、
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

最
後
に
式
典
に
際
し
ま
し
て

多
大
な
協
力
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
様
に
対
し
、
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。 

期
や
在
宅
生
活
を
支
え
終
末
期

ま
で
の
連
携
に
関
わ
っ
て
い
ま

す
。 ま

た
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

医
療
・
福
祉
職
種
の
一
員
で
あ
る

理
学
療
法
士
は
、
作
業
療
法
士
、

言
語
聴
覚
士
や
医
師
、
看
護
師
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
と

共
に
何
ら
か
の
疾
病
や
外
傷
な

ど
に
よ
り
生
じ
た
障
害
の
回
復

と
元
の
生
活
に
戻
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
行
動
し
ま
す
。 

ま
た
、
医
療
か
ら
介
護
保
険
へ

の
切
れ
目
な
い
連
携
を
行
う
た

め
に
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
を

通
じ
て
話
し
合
い
や
電
話
、
文
書

な
ど
で
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

理
学
療
法
を
実
施
す
る
に
は

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
関
節
可
動
域

や
筋
力
、
日
常
生
活
活
動
状
況
や

血
圧
な
ど
の
全
身
状
態
の
評
価

を
行
っ
た
後
、
治
療
計
画
を
立

て
、
患
者
さ
ん
や
利
用
者
さ
ん
ま 

   

会
長
挨
拶 

富
山
県
理
学
療
法
士
会
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①弱くなった足腰の力を補う、②歩くときのバランスを補う、③歩くときの疲れを減らす、④歩くと

きの痛みを和らげる 

※ 杖だけでは「不安定」「歩きにくい」場合に適しています。 

    
  

 
 

 

  

「歩くことが不安だなあ。」「疲れるなあ。」などの思いから、歩く機会が減って

いませんか？    

体の状態や用途に合わせた歩行補助具を適切に選択することができれば、行動

範囲を広げる手助けになります。 

住まいの環境やご本人の身体能力、用途に応じて選択する必要があります。 

担当の理学療法士やケアマネージャー、または役所の福祉課や包括支援センタ

ーに相談して下さい。     

 

  

 
 

  

歩歩歩   行行行   器器器   ををを   知知知   ろろろ   ううう   

歩 行 車 歩 行 器 

歩行器を使う目的 

 比較的平坦な屋外や、

敷居や段差のない屋

内での使用に向いて

います。 

キャスターが付いており、押しながら歩

きます。 

肘を付いて歩くものや手で押して歩く

もの、がっしりした物からコンパクトな

ものまで様々なタイプがあります。 

 
段差のない屋内

での使用に向い

ています。 

持ち上げて前に移動させながら歩きます。 

歩行効率はあまり良くありませんが、安定

性が高いです。 

前方にキャスターが付いたタイプもあり

ます。 
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富 山 県 理 学 療 法 士 会 
社団法人  日本理学療法士協会 

〒936-0023 富山県滑川市柳原 149-9 

富山医療福祉専門学校 理学療法学科内 
TEL・FAX．076-476-1716 

URL:http://toyamapt.umin.ne.jp/ 
事務局アドレス:toyamapt-office@umin.ac.jp 

表紙の写真は、卒業（退院）時のワンシ

ーンです。リハビリテーションを終え御自

宅に帰られる際に、御本人様・御家族、看

護師・PT・OT など多くのスタッフが集ま

り卒業証書をお渡しし記念写真を撮りま

す。 
涙を流される方、スタッフと抱き合って喜ばれる方それぞれですが、一緒に

見送りに来られた他の患者様も「自分もこの日の為にまだまだ頑張ろう！」と

励まされます。 

卒業（退院）される患者様がいらっしゃる日には、病棟ホールが笑顔と笑い

声・感動の涙（スタッフも中には・・・）でいっぱいになります。 


